
ICT 活用 TIPS コミュニケーション場面における音声指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 
（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学
習
場
面 

一

斉 

個

別 

協

働 ○ ○   

提示なら１台だが、個別で行うなら１人１台 ○ ○ ○ 

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続  １人１台端末  

活用が想
定される
校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等  外国語活動及び外国語科  

○    活用が想定される場面 個別学習 

 
 

機器 スマートフォンまたはタブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

VoiceTra（無料版）iPhone・Android 

何を使う 

 

・多言語音声翻訳アプリで 31 種類の言語翻訳ができる。 

・見本の発音（表現・単語）を何度も聞くことができることから、繰り返し練

習ができる。 

・翻訳精度が高く、児童自らが使用できる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

小学校 外国語活動及び外国語科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 外国語活動及び外国語科の授業において、表現のモデルは、ALT が示す

場面が多い。 

【 After 】 メリット 

○ 児童が表現（自己紹介・将来の夢・日本の紹介等）する際、アプリを活用

することで、日本語と外国語の音声の違いに気付くとともに、分からない単

語（表現）を自ら確認することができる。 

〇 アプリを活用して繰り返し表現することにより、外国語の音声や基本的

な表現に慣れ親しむことができる。 


